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今後の方向性
松本・大北地域の産科医療体制を維持していくためには、地域住民の理解と協力が不可欠であ
ることから、引き続き、公開講座の開催など、より効果的な周知方法を検討し実施していく。
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公開講座の実施（11月３日　14:00～16:00　松本合同庁舎講堂）
　・参加者　会場参加77人、オンライン59人
　・参加者へのアンケート結果では、90.0％が満足・やや満足と回答。また、産科医不足の現状は86.8％が知
　 っているものの、松本・大北地域の産科医療体制については71.7％が知らない状況であった。
　・コロナ下での開催であり、参加者数は目標には達しなかったが、オンライン配信を行うことにより、より広
   範囲の地域住民に産科医療体制を周知することができた。

地域住民への広報活動
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　安心して出産できる産科医療体制の維持を図るとともに、地域で子を産み育てることの安心感
を醸成し、出産・子育て環境の一層の向上を図る。

現 状 と
課 題

　松本圏域ではH11からH20にかけて、分娩を取り扱う施設が半減（13施設→７施設）し、産科医療体制が
崩壊寸前の状況となった。そこで松本地域出産・子育て安心ネットワーク協議会を組織し、健診協力医療
機関と分娩医療機関が「共通診療ノート」を活用し連携・役割分担を行う体制を構築した。
　また、大北圏域における唯一の分娩医療機関が分娩を休止したことを契機に、令和３年度から大北圏域
の市町村等が当協議会に加わり、２つの圏域全体で、産科医療提供体制を確保・維持することとなった。
（当該医療機関は、令和４年４月に分娩を再開したものの８月以降再び分娩休止）
　本体制の維持には、健診協力医療機関と分娩医療機関の連携・役割分担に対する地域住民の理解と協
力が不可欠であるが、前年度の講演会実施時のアンケートでは、３割が本体制を知らない状況であったた
め、継続的な周知活動を行うとともに、大北圏域を含めた広範囲で効果的な周知を行う必要がある。

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

　松本地域及び大北地域における産科医療提供体制の維持を図るために必要な、地域住民の理解と協力
を得るための広報活動（公開講座）を実施する。
〇日時・場所　令和４年11月３日（木・祝）　14：00～16：00　松本合同庁舎講堂（オンライン配信を含む）
〇テ　ー　マ　　地域で支える出産・子育て環境
〇講　　　師　　育児漫画家　高野　優さん、信州大学医学部教授　金井誠先生
〇講演内容　　第一部：講師による講演、第二部：子育てなんでも相談会
〇周知方法　　チラシ・ポスターを作成し、市村、医師会、医療機関等を通じて周知するとともに、 ホーム
　　　　　　　　　　ページ上でも周知。
※講演会は、新型コロナウイルス感染症対策を十分とった上で実施する。感染状況によってはオンライン
のみの開催とする。
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松本地域振興局産学官金連携等による健康長寿の取組

公開講座の実施

 計画（実績 ）額 備考

871,375

講演会参加人数
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成果

104.4%

90.0%

136人
（参集77人、

オンライン59人）

目標値

100.0％以上

80.0％以上

230人以上
（参集80人、

オンライン150人）

達 成 状 況成　果　指　標

出生数に対する管内産科医療機関の分娩取扱数の比率

アンケート満足度

871,375

達 成

一部達成

未 達 成


